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平成 20 年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想について、平成 19 年５月 16 日付

当社「平成 19 年３月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 連結業績予想の修正 

通期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 47,670 1,350 1,575 920 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 47,180 1,180 1,560 900 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △490 △170 △15 △20 

増 減 率 （％） △1.0 △12.6 △1.0 △2.2 

（ご参考） 

前期（平成 19 年３月期）実績 
47,163 1,278 1,443 857 

 

２． 個別業績予想の修正 

通期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 44,700 1,220 1,520 900 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 44,420 1,110 1,540 890 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △280 △110 20 △10 

増 減 率 （％） △0.6 △9.0 1.3 △1.1 

（ご参考） 

前期（平成 19 年３月期）実績 
44,255 1,167 1,460 899 

 



 

３． 修正の理由 

 ①連結の修正理由 

 売上高につきましては、営業基盤とする東北地方の外食産業を中心に業務用食品業界の取り巻く環境は厳

しく、また、原油価格高騰の影響やバイオエタノール燃料の原料である穀物需要の増加により、商品価格の

値上がりから需要が低迷し、予想を若干下回る見込であります。 

営業利益につきましては、同様に商品仕入価格の値上がりによる販売価格の転嫁が進まず、売上総利益が

下回り、減益が予想されます。 

経常利益につきましては、投資有価証券の運用が予想を上回ることなどから、当初予想を修正するもので

あります。 

 

 ②個別の修正理由 

  連結の業績予想と同様であります。 

 

※ 将来の事象に関わる記述に関する注意 

業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後起こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 

 


